
 
 

消化器内科 Gastroenterology 
 

１． スタッフ構成 

 二宮 朋之(副院長、地域医療キャリア形成支援センター長、経

営改革推進本部副本部長、地域医療連携室長、医療秘書管理

室長) 
1990年愛媛大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患(特に消化管疾患) 

資格：日本内科学会総合内科専門医・指導医、日本消化器病学

会消化器病専門医・指導医、日本消化器内視鏡学会消化器内視

鏡専門医・消化器内視鏡指導医、日本超音波医学会超音波専門

医・超音波指導医、日本がん治療認定医機構がん治療認定医、

日本消化管学会胃腸科専門医・胃腸科指導医、厚生労働省臨床

研修指導医 

 平岡 淳(主任部長) 
1998年鹿児島大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患(特に肝疾患・肝癌) 

資格：日本内科学会総合内科専門医・指導医、日本消化器病学

会消化器病専門医・指導医、日本消化器内視鏡学会消化器内視

鏡専門医、日本肝臓学会肝臓専門医・指導医、日本超音波医学

会超音波専門医・超音波指導医、厚生労働省臨床研修指導医 

 壷内 栄治(部長、消化器病センター副センター長) 
1996年愛媛大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患(特に消化管疾患) 

資格：日本内科学会総合内科専門医・指導医、日本消化器病学

会消化器病専門医・指導医、日本消化器内視鏡学会消化器内視

鏡専門医・消化器内視鏡指導医、日本肝臓学会肝臓専門医、日

本消化管学会胃腸科専門医・胃腸科指導医、日本ヘリコバクター

学会ピロリ菌感染症認定医、厚生労働省臨床研修指導医 

 宮田 英樹(部長、内視鏡室長) 
1996年札幌医科大学卒 
専門分野：消化器疾患(特に胆膵疾患) 

資格：日本内科学会認定内科医・指導医、日本消化器病学会消

化器病専門医・指導医、日本消化器内視鏡学会消化器内視鏡専

門医・消化器内視鏡指導医、日本胆道学会指導医、日本膵臓学

会指導医、厚生労働省臨床研修指導医 

 多田 藤政(部長) 
2003年愛媛大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患(特に肝疾患・肝癌) 

資格：日本内科学会総合内科専門医・指導医、日本消化器病学

会消化器病専門医、日本消化器内視鏡学会消化器内視鏡専門

医、日本超音波医学会超音波専門医・超音波指導医、日本肝臓

学会肝臓専門医・指導医、日本糖尿病学会糖尿病専門医、日本

がん治療認定医機構がん治療認定医、日本プライマリ・ケア連合

学会プライマリ・ケア認定医・指導医、厚生労働省臨床研修指導

医 

 黒田 太良(部長) 
2007年愛媛大学医学部卒 

専門分野：消化器疾患(特に胆膵疾患) 

資格：日本内科学会総合内科専門医・指導医、日本消化器病学

会消化器病専門医・指導医、日本消化器内視鏡学会消化器内視

鏡専門医・消化器内視鏡指導医、日本膵臓学会指導医、日本肝

臓学会肝臓専門医、日本胆道学会指導医、日本プライマリ・ケア

連合学会プライマリ・ケア認定医・指導医、厚生労働省臨床研修

指導医 

 川村 智恵(部長) 
2008年愛媛大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患(特に消化管疾患) 

資格：日本内科学会総合内科専門医・指導医、日本消化器病学

会消化器病専門医、日本消化器内視鏡学会消化器内視鏡専門

医、日本肝臓学会肝臓専門医、厚生労働省臨床研修指導医 

 兼光 梢(部長) 
2010年大分大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患(特に胆膵疾患) 

資格：日本内科学会認定内科医、日本消化器病学会消化器病専

門医、日本消化器内視鏡学会消化器内視鏡専門医、日本肝臓学

会肝臓専門医、日本膵臓学会指導医、日本がん治療認定医機構

がん治療認定医、厚生労働省臨床研修指導医 

 北畑 翔吾(医長、IBD センター長) 
2012年愛媛大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患 

資格：日本内科学会認定内科医・総合内科専門医、日本消化器

病学会消化器病専門医、日本消化器内視鏡学会消化器内視鏡

専門医、日本肝臓学会肝臓専門医、厚生労働省臨床研修指導医 

 泉本 裕文(医長) 
2014年福岡大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患 

資格：日本内科学会認定内科医、日本消化器病学会消化器病専

門医、日本消化器内視鏡学会上部消化管内視鏡スクリーニング

認定医・大腸内視鏡スクリーニング認定医・消化器内視鏡専門医、

厚生労働省臨床研修指導医 

 大西 慶(医長、地域医療キャリア形成支援センター勤務) 
2014年自治医科大学卒 
専門分野：消化器疾患 

資格：日本内科学会認定内科医・指導医、日本消化器病学会消

化器病専門医、日本消化器内視鏡学会上部消化管内視鏡スクリ

ーニング認定医・大腸内視鏡スクリーニング認定医・消化器内視

鏡専門医、日本病院総合診療医学会認定医、厚生労働省臨床研

修指導医 

 村上 大晟(医長、地域医療キャリア形成支援センター勤務) 
2015年自治医科大学卒 
専門分野：消化器疾患 

資格：日本内科学会認定内科医、日本消化器内視鏡学会消化器

内視鏡専門医、厚生労働省臨床研修指導医 

 松岡 順子(非常勤医師) 



 
 

2006年自治医科大学卒 
専門分野：消化器疾患 

資格：日本内科学会総合内科専門医、日本消化器内視鏡学会消

化器内視鏡専門医、日本プライマリ・ケア連合学会プライマリ・ケア

認定医 

 福本 真惟(内科専門研修プログラム専攻医) 
2021年愛媛大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患 

 松岡 海南(内科専門研修プログラム専攻医) 
2021年愛媛大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患 

 松田 拓也(内科専門研修プログラム専攻医) 
2021年愛媛大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患 

 村川 和也(専攻医) 
2021年山形大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患 

 中村 綾花(内科専門研修プログラム専攻医) 
2022年愛媛大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患 

 木村 優伽(専攻医) 
2022年香川大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患 

 岩﨑 竜一朗(診療委託) 
 寺尾 美紗(診療委託) 
 須賀 義文(診療委託) 

２． 実績 

■ 疾患別入院患者数 

疾患名 患者数 

食道癌 76 

食道・胃静脈瘤 41 

胃潰瘍 33 

胃癌 160 

胃ポリープ 42 

十二指腸潰瘍 13 

十二指腸癌 12 

潰瘍性大腸炎 12 

クローン病 8 

イレウス 60 

結腸憩室炎 12 

結腸憩室出血 15 

大腸ポリープ 80 

大腸癌 84 

S 状結腸軸捻転 6 

肝炎 9 

自己免疫性肝炎 10 

肝硬変 16 

肝癌 159 

膵炎 80 

自己免疫性膵炎 14 

膵癌 177 

急性胆嚢炎 32 

胆嚢癌 16 

急性胆管炎 176 

胆管癌 55 

総胆管結石 134 

その他 380 

合計 1,912 

■ 主な検査・治療・手術件数 

検査・治療・手術名 症例数 

上部消化管内視鏡検査 5,165 

下部消化管内視鏡検査 2,489 

食道静脈瘤硬化術、結紮術 63 

内視鏡的止血術(上部消化管) 49 

内視鏡的食道拡張術 12 

上部消化管異物除去 31 

内視鏡的胃瘻造設術 34 

内視鏡的大腸ポリープ切除 808 

内視鏡的粘膜下層剥離術(食道) 28 

内視鏡的粘膜下層剥離術(胃) 154 

内視鏡的粘膜下層剥離術(大腸) 79 

内視鏡的大腸止血術 48 

上部イレウス管挿入 52 

大腸イレウス管挿入 3 

大腸ステント留置 37 

小腸内視鏡 16 

カプセル内視鏡 60 

超音波内視鏡(上部・下部) 464 

ERCP 723 

EST 179 

内視鏡的截石術 262 

内視鏡的胆道ドレナージ 292 

管腔内超音波内視鏡検査(IDUS) 41 

腹部超音波検査 4,980 

腹部造影超音波検査 157 

腹腔動脈造影(TAE 除く) 4 

肝腫瘍に対する肝動脈塞栓術 122 

RFA 50 

エコー下肝生検 48 

肝硬度測定 199 

経皮経肝胆道ドレナージ 2 

胆嚢ドレナージ 16 

肝膿瘍ドレナージ 8 

BRTO 6 



 
 

３． 2024 年度目標 

(1) 医療レベルのさらなる向上 
医療レベルをさらに向上させ、愛媛県内のみならず、全国的に

もトップレベルの診療ができるように診療のレベルアップを目指しま

す。 
(2) 医療安全の推進 

リスクを伴う処置、治療が多いため、各人の医療安全意識の向

上に努めるとともに、医療事故の発生確率を低下させるシステムづ

くりを医療スタッフと共に推進します。 
(3) 医学的エビデンスへの貢献 

当院の診療経験で得られた知見をガイドライン作成に貢献でき

るような学術論文として継続して報告していくことで、自らの医療レ

ベルの継続的振り返りを心がけて日常診療へフィードバックを行い

ます。 
 

４． 学術関係 

(1) 学会発表および講演 
1. 平岡淳、熊田卓、多田俊史、廣岡昌史、狩山和也、谷丈二、厚川正則、

高口浩一、糸林詠、福西新弥、辻邦彦、石川達、田尻和人、越智裕紀、

豊田秀徳、小川力、西村貴士、畑中健、柿崎暁、海堀昌樹. 切除不能肝

細胞癌に対するアテゾリズマブ+ベバシズマブ併用療法に伴う早期尿蛋

白出現の臨床的予測因子. 第 27 回日本肝がん分子標的治療研究会. 
大阪 (2023.1.13-14) 

2. 大濱日出子、多田俊史、谷丈二、厚川正則、高口浩一、糸林詠、辻邦彦、

石川達、越智裕紀、豊田秀徳、畑中健、柿崎暁、川田一仁、的野智充、

能祖一裕、飯島尋子、海堀昌樹、日浅陽一、工藤正俊、熊田卓. Child-
Pugh B 患者の切除不能肝細胞癌に対する Atezolizumab+Bevacizumab
と Lenvatinib の治療比較. 第 27 回日本肝がん分子標的治療研究会. 大
阪 (2023.1.13-14) 

3. 平岡淳、浪崎正、中井正人、原なぎさ、華井竜徳、宮明寿光、中原隆志、

平松憲、多田藤政、大濱日出子、吉治仁志. 肝臓専門外来患者のアル

コール摂取状況～AUDIT を用いた飲酒摂取状況の評価～. 第 42 回ア

ルコール医学生物学研究会学術集会. 東京 (2023.2.3-4) 
4. 福西芳子、平岡淳、大濱日出子、多田藤政、加藤佳夏子、柳原映美、加

藤雅也、實藤洋伸、泉本裕文、吉野武晃、植木秀太朗、北畑翔吾、川村

智恵、黒田太良、須賀義文、宮田英樹、二宮朋之、廣岡昌史、日浅陽一. 
超高齢化社会における肝細胞癌に対するラジオ波焼灼療法の意義. 第
1 回日本アブレーション研究会. 東京 (2023.2.4) 

5. 大濱日出子、平岡淳、多田藤政、加藤佳夏子、福西芳子、柳原映美、實

藤洋伸、泉本裕文、植木秀太朗、吉野武晃、北畑翔吾、川村智恵、黒田

太良、須賀義文、宮田英樹、花岡潤、渡邊常太、大谷広美、二宮朋之、

日浅陽一. BCLC-B かつ up to 7 out の肝細胞癌に対する RFA と手術の

combination療法の有用. 第 1回日本アブレーション研究会. 東京 (2023. 
2.4) 

6. 多田藤政、平岡淳、大濱日出子、加藤佳夏子、福西芳子、柳原映美、加

藤雅也、實藤洋伸、泉本裕文、吉野武晃、植木秀太朗、北畑翔吾、川村

智恵、黒田太良、須賀義文、宮田英樹、二宮朋之、廣岡昌史、日浅陽一. 
初発肝細胞癌に対するラジオ波治療における予後の検討. 第 1 回日本

アブレーション研究会. 東京 (2023.2.4) 
7. Eric Assenat、Shukui Qin、Masatoshi Kudo、Tim Meyer、Richard S Finn、

Arndt Vogel、Yuxian Bai、Yabing Guo、Zhiqiang Meng、Tao Zhang、Taroh 
Satoh、Atsushi Hiraoka、Donatella Marino、Lucjan Wyrwicz、Mariona 
Calvo Campos、Kuo Hsing-Tao、Frederic Boisserie、Songzi Li、Yaxi Chen、
Andrew X Zhu. Final Analysis of RATIONALE-301:Randomized,Phase 3 
Study of Tislelizumab versus Sorafenib as First-Line Treatment for Unresec-
table Hepatocellular Carcinoma. JFHOD 2023. Paris (2023.3.16-19) 

8. 多田藤政、多田俊史、廣岡昌史、狩山和也、谷丈二、厚川正則、高口浩

一、糸林詠、福西新弥、辻邦彦、石川達、田尻和人、越智裕紀、豊田秀

徳、小川力、畑中健、柿﨑暁、川田一仁、飯島尋子、熊田卓. Child-Pugh 
A と Child-Pugh B 切除不能肝癌に対する Atezolizumab+Bevacizumab 治

療成績. 第 109 回日本消化器病学会総会. 長崎 (2023.4.6-8) 
9. 大濱日出子、平岡淳、多田藤政、加藤佳夏子、福西芳子、柳原映美、加

藤雅也、實藤洋伸、泉本裕文、吉野武晃、植木秀太朗、北畑翔吾、川村

智恵、黒田太良、須賀義文、宮田英樹、廣岡昌史、二宮朋之、日浅陽一. 
切除不能肝癌に対する lenvatinib 治療の予後予測における geriatric nu-
tritional risk index の有用性. 第 109 回日本消化器病学会総会. 長崎 
(2023.4.6-8) 

10. 平岡淳. 「消化器疾患とサルコペニア・フレイル」2(シンポジウム基調講

演). 第 109 回日本消化器病学会総会. 長崎 (2023.4.6-8) 
11. 福西芳子、平岡淳、大濱日出子、多田藤政、柳原映美、加藤佳夏子、加

藤雅也、實藤洋伸、泉本裕文、吉野武晃、植木秀太朗、北畑翔吾、川村

智恵、黒田太良、須賀義文、宮田英樹、二宮朋之. 高齢社会における愛

媛県での消化器内科入院患者：過去 12 年間の変化. 第 109 回日本消

化器病学会総会. 長崎 (2023.4.6-8) 
12. 兼光梢、小泉光仁、丸井香織、國分勝仁、奥嶋優介、沼田結希、今村良

樹、熊木天児、日浅陽一. 地方大学における膵癌遺伝子検査の現状. 
第 109 回日本消化器病学会総会. 長崎 (2023.4.6-8) 

13. 中谷康輔、多田藤政、平岡淳、浅木彰則、中西公王、河﨑秀樹、野間章

裕、越智麻理絵、北畑翔吾、二宮朋之、小泉洋平、廣岡昌史、日浅陽一. 
術前に造影超音波検査を施行した肉腫様変化を来した肝内胆管癌の 1
切除例. 第 36回日本腹部造影エコー・ドプラ診断研究会. 和歌山 (2023. 
4.22) 

14. 多田藤政、平岡淳、中谷康輔、大濱日出子、野間章裕、北畑翔吾、越智

麻理絵、二宮朋之、小泉洋平、廣岡昌史、日浅陽一. 術前に造影超音

波を施行した AFP 上昇を呈した肝原発神経内分泌細胞癌の 1 切除例. 
第 36 回日本腹部造影エコー・ドプラ診断研究会. 和歌山 (2023.4.22) 

15. Masaya Kato、Atsushi Hiraoka、Hideko Ohama、Fujimasa Tada、Kosuke 
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